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研究成果の概要（和文）：現代言語学で用いられている方法は、資料・事実・仮説・予測・事実との照合・仮説の保持
、修正または棄却という自然科学の方法の典型例と捉えることができる。本研究はこの点に注目し、メタ言語能力を利
用した科学教育を学校教宵の一環として組み込むことの可能性を理論的・実証的に探ることを目的とするものである。
理論的には、メタ言語能力の発達について言語理論と認知発達理論の両面から検討し、提案する科学教育プログラムの
理論的基盤を構築する。実誼的には、成果を教室で実践するさまざまな可能性について、小中高連携をとりながら、調
査・検討を行った。さらに、その成果を実現・実践可能な力リキユラムや教材としてまとめた。

研究成果の概要（英文）：We investigated possibilities of using linguistic materials in teaching scientific
 methods.  The scientific processes in contemporary linguistics usually include data collection, facts, hy
pothesis construction, theoretical predictions, validity of predictions, theoretical implications.  We hav
e shown it is possible to teach scientific methods effectively in elementary, junior high and senior high 
school classes through the use of students' metalinguistic abilities.  We also developed relevant teaching
 materials with the help of school teachers. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1) 小中高大の教育課程において、科学
の方法を教育することは不可欠であるが、現
状においては理科の時間に行われることが
一般である。 
(2) 国語科においては、「ことば」とい
う視点から日本語の個別性（および、普遍性
との関わり）を探るという試みはほとんどな
されていない。 
(3) 外国語（英語）科においては、英語
の個別性を日本語の個別性と関連づけて、児
童・生徒・学生の理解を助ける試みが近年、
減少している。 
 
２． 研究の目的 
現代言語学で用いられている方法は、資料・
事実・仮説・予測・事実との照合・仮説の保
持、修正または棄却という自然科学の方法の
典型例と捉えることができる。本研究はこの
点に注目し、メタ言語能力(言語知識を客体
として認識する能力)を利用した科学教育を
学校教宵の一環として組み込むことの可能
性を理論的・実証的に探ることを目的とする。 
 
３． 研究の方法 
(1) 理論的には、メタ言語能力の発達に
ついて言語理論と認知発達理論の両面から
検討し、提案する科学教育プログラムの理論
的基盤を構築する。 
(2) 実践的には、成果を教室で実践する
さまざまな可能性について、小中高大と連携
をとりながら、調査・検討を行う。 
(3) さらに、その成果を実現・実践可能
な力リキユラムや教材としてまとめるとと
もに、教員養成課程の在り方についても具体
的な提言を行う。 
 
４． 研究成果 
(1) メタ言語能力が科学の方法の教育
に有効であることがわかった。 
(2) メタ言語能力が母語（国語）の教
育・学習において重要な役割を果たすことが
わかった。 
(3) メタ言語能力が外国語（英語）の教
育・学習において重要な役割を果たすことが
わかった。 
(4) メタ言語能力を科学の方法、母語
（国語）、外国語（英語）の教育において利
用するための教材案を作成した。現在、書籍
として出版すべく準備中である。 
(5) これらの成果を多くの講演などで
紹介するとともに、児童・生徒・学生を対象
としたワークショップなどでも利用した。 
 
(6) 以下に、本研究の成果に基づく、言
語教育の構想についてまとめる。 
 母語と外国語（英語）はそれぞれ異なった
個別性を持っている。発音が違うし、語彙の
体系も違う。また、文法も違う。しかし、そ
れらの違いはあくまで制限された範囲の中

でのばらつきに過ぎず、母語も外国語も同質
の体系である。日本語と英語を比べることが
よくあるが、２つを比べることができるとい
うことは２つが同質の体系だからこそでき
るのである。リンゴとミカンのように果物と
いう同質のものであれば比べられるが、リン
ゴと言語力のように異質のものは比べられ
ない。母語も外国語も、もっと言ってしまえ
ば、人間が母語として身につけることが可能
な言語はすべて共通の基盤（その性質を言語
学では「普遍性」と呼ぶ）の上に築かれた同
質の体系である。 
 そこで、母語を利用して育成されたことば
への気づきを今度は外国語という、母語とは
異なった個別性を持ちながらも、母語と同質
の体系をもった言語の視点からさらに豊な
ものに育てていくことができる。母語と外国
語という２つの異なった視点からことばに
ついて思索し、気づきを誘引すると言っても
よい。 
 その例として挙げることができるのが制
限的修飾表現と非制限的修飾表現の区別で
ある。日本語では、 
 
① あたまのよい大学生 
 
のように、「あたまのよい」が非制限的であ
るのか、制限的であるであるのかを形の上で
区別しない。そこで、修飾表現を使ったり、
理解したりするときに、その点に無頓着にな
ってしまうことがよくあり、行き違いの原因
になったりする。しかし、英語を学ぶと、関
係代名詞節を学ぶ際に、制限的用法と非制限
的用法の違いを知る。 
 
② John has two sons who are 
scientists. （制限的用法、ジョン
には２人の科学者以外にも息子がい
る可能性がある） 
③ John has two sons, who are 
scientists. （非制限的用法、ジョ
ンには科学者である２人以外に息子
ははいない。） 

 
この学びによって、日本語にもその意味の違
いがあるが、形の上ではその違いに気づきに
くくなっていることを知る。 
 さらには、英語でも、 
 
④ smart students 

 
となると、制限的用法と非制限的用法の違い
が中和されてしまうことにも気づき、そうし
た表現を使ったり、理解したりするときには
気をつけなくてはいけないことを知ること
ができる。 
 こうしたことは文法の領域だけに限られ
た話ではない。たとえば、 
 
⑤ ３人の学生 



⑥ three students 
 
のように、英語とは異なり、日本語では複数
性を形の上で表示しないことが多いが、 
 
⑦ ３人の学生たち（が居酒屋で呑んで
いました） 

 
のように「たち」を付すことによって、複数
性を形の上でも明示することができる。 
 ところが、⑦は必ずしも学生が３人いるこ
とを意味しない。たとえば、学生が２人と社
会人が１人という場合でも、⑦を使うことが
できる。この点に気づくには、 
 
⑧  桃太郎さんたち（は鬼退治に鬼が島
へ行きました） 

 
という例を考えればよい。言うまでもなく、
桃太郎さんは１人であるから、⑧は「桃太郎
さんとその仲間の犬と猿と雉」という意味で
使われている。 
 このようにして母語と同質でありながら
も、異なった個別性を持つ外国語の英語に触
れることによって、ことばへの気づきを深め、
母語の効果的運用を可能にするというのが
学校英語教育の根幹に位置づけられるべき
目的なのである。 
 上に略述したような作業を行うときに必
要なのがメタ言語能力で、それを利用して母
語の知識の性質を探り、その結果を普遍性を
介在させて、外国語の体系を学ぶ。このとき
に、学習者が行う作業は資料の収集、事実の
認定、仮説の構築、仮説の予測、予測と事実
との照合、仮説の保持、修正、廃棄と、自然
科学における方法とまったく同様のもので
ある。本研究では、この方法によって児童、
生徒、学生らは科学の方法を効果的に身につ
けることができることを示した。 
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